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研究要旨

本邦透析施設における COVID-19 予防対策の実態追跡のためのアンケート調査を行った。感染対策

の遵守率の向上が認められているが、人手不足、隔離スペース不足の問題は引き続き深刻である。

COVID-19 ワクチンは透析患者において感染リスクおよび死亡リスクを下げると考えられた。 

① 臨床内科グループ

研究 18．本邦透析施設における COVID-19 予防

対策の実態追跡調査

A. 研究目的

2020 年 10 月～11 月に血液透析患者の

COVID-19 予防・診療体制調査を実施した。 
その後約 2 年が経過し、変異株の出現による感

染者数の増加が起きた一方、COVID-19 ワクチン

接種による予防対策がなされた。透析施設の予

防・診療体制は変化していると予想され、本研究

では前回調査と比較した現在の感染予防対策実施

状況を再調査し、課題抽出を行うことを目的とし

た。

B．研究方法 
日本透析医学会、日本透析医会会員施設計

4,213 施設を対象とした全国アンケート調査を

2022 年 10 月 11 日〜同年 11 月 14 日に行った。 
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（倫理面への配慮）

医療施設対象の調査であるため、倫理申請は不要

であることを、研究倫理支援室に確認済み。研究

登録は東京大学で実施。

C．研究結果 
1,956 施設(回答率 47%)から回答を得た。前回

より感染予防対策項目の遵守率の改善を認めた。

88%の施設で COVID-19 確定診断患者を経験し

ており、約半数は COVID-19 療養中も自施設で

透析治療を完遂していた。COVID-19 ワクチン未

接種者は 3%のみで、接種者が大半を占めた。接

種者では感染率 9%、死亡率 0.3%だったが、未接

種者では各々41%、7%と有意にリスク増加を認

めた。

D． 考察 
前回調査時と比べて、個人防護具の使用がいず

れも増加するとともに、その他前回調査で遵守率

が低かった項目における遵守率の改善を認めた。

感染者数増加に伴い、COVID-19 療養中も自施

設で透析を実施した施設が多かった。また、

COVID-19 ワクチンは血液透析患者の感染及び死

亡率の低下と関連していた。

人手不足、隔離スペース不足で困っている施設

は 6 割以上であった。 

自由回答欄の記載からは、診療所側は隔離ス

ペース・診療体制の問題があり、できる限り入

院での加療を希望するという意見が見られたの

に対し、病院側は患者数激増による病床ひっ迫

のため軽症者は診療所での対応してほしいとい

う意見が見られた。

E．結論 
感染対策の向上が認められているが、人手不

足、隔離スペース不足の問題は引き続き深刻で

ある。COVID-19 ワクチンは透析患者において

感染リスクおよび死亡リスクを下げると考えられ

た。

F．健康危機情報 
なし

G．研究発表 
なし

H．知的財産権の取得状況 
１．特許取得  なし

２．実用新案登録  なし

３．その他  なし
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